
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 b 89.7 88.3 101.6% a 1.00

2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

b ａａａａ

２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価　　　　　　　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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ないないないない

有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

150 125 27 17

27.1% 22.6% 4.9% 3.1%

162 73 55 77

30.7% 13.8% 10.4% 14.6%

ａａａａ

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

設問設問設問設問

京都の河川は水がきれいで，水辺に親しみやすい。

大雨が降っても，身近な地域で浸水の被害は起こってい
ない。

‐

‐

‐

26年度26年度26年度26年度

27年度評価27年度評価27年度評価27年度評価

前回値前回値前回値前回値
指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市水共生プラン，京都市河川整備方針

担当局・部室

上位政策 27　くらしの水

建設局・土木管理部

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

施策番号 2706270627062706

施策名 水辺環境水辺環境水辺環境水辺環境のののの整備整備整備整備

　河川の整備等により浸水被害リスクを軽減させ，都市型水害の最小化をめざすと
ともに，概ね１０年に1回起こりうる洪水に備えた治水対策を進める。また，市民に
身近な水辺環境の創出をめざす。

‐

‐

a

b

‐

‐

‐

2

3

4

‐

‐

平成16年記録的豪雨時の河川浸水被害箇所
解消率（％）

‐

‐

‐

a

‐

‐

27年度回答27年度回答27年度回答27年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

1

88.03

a

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと言言言言
うとそううとそううとそううとそう思思思思うううう

25年度25年度25年度25年度

‐

‐

‐

‐

‐

554

528

235

42.4%

161

30.5%



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ａ ａ

25
年
度

＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

1 668,172 536,715

2 10,752 13,602
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4

5

6

7

8

9
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14

15

16

17

18

19

20

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

担当局
27年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

建設局

建設局

－

－

●平成２６年度からは，河川ごとの特性を踏まえ策定した整備プログラムに基づき，河川改修等の浸
水対策を実施している。併せて，引き続き市民に身近な水辺環境の創出をより一層推進して行く。

B

A

□　市民の実感☑　客観指標

事業費の状況（千円）

26年度
決算額

27年度
予算額

旧安祥寺川改修

西野山川改修

重み付け

事業名

AAAA

（重み付けの理由）
　治水対策は，概ね10年に1回の確率で起こりうる洪水に対応することを目標としており，たとえ実際に洪水
が起きず，市民が浸水被害の発生を実感しなくとも，行政の責任において遂行すべき取組であるため，客
観指標評価を重視する。

（原因分析）
【客観指標】平成16年の記録的豪雨時の河川浸水被害箇所の解消率については，厳しい財政
状況ではあるが，着実に事業を進めているため，b→a評価と改善した。
【市民の実感】●京都の河川の親しみやすさについては，山紫水明といった京都らしい川や水辺
に対する市民の方の愛着がうかがえ，ａ→ａ評価と高い評価で安定している。
●浸水の被害については，過去に浸水被害があり，本格的な対策に着手できていない河川を対
象に治水安全度評価を実施し，河川ごとの特性を踏まえた整備プログラムによる整備を開始する
などにより，b→b評価と安定している。

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がががが十分十分十分十分にににに達成達成達成達成されているされているされているされている

26
年
度

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 101.6%

数値 目標年次 達成度

数値 88.3 26年度 101.6%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

25 26 27272727

a b aaaa

担当課 河川整備課 連絡先 ２２２－３５９１

施策名施策名施策名施策名 2706270627062706 水辺環境水辺環境水辺環境水辺環境のののの整備整備整備整備

指標名指標名指標名指標名 平成16年記録的豪雨時平成16年記録的豪雨時平成16年記録的豪雨時平成16年記録的豪雨時のののの河川浸水被害箇所解消率河川浸水被害箇所解消率河川浸水被害箇所解消率河川浸水被害箇所解消率（％）（％）（％）（％）

数値 根拠

平成16年度浸水被害発生河川における当
該年度の目標改修率

備考

平成16年の記録的豪雨の際に河川からの溢水による浸水被害があった河川の改修実施率

浸水被害の低減に向けた河川の整備状況を示す
指標

算出方法：H16浸水被害河川整備延長÷H16浸水被害河川
計画延長×100
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

25年度 26年度

88.03 89.7 1.67ポイント増 88.3

根拠

平成16年度浸水被害発生河川における中
長期目標年度の目標改修率

最新値をx，(目標値-前回値)をyとしたと
き，
a：目標値≦x
b：前回値+y*2/3≦x＜目標値
c：前回値+y*1/3≦x＜前回値+y*2/3
d：前回値＜x＜前回値+y*1/3
e：x=前回値

目標値を達成することは不可能ではな
いが，財政状況の寄与度が高いことか
ら，目標値以上の達成をaとし，5段階
に基準を設定した。

全国順位
中長期目標


